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○ 耕 地 面 積 は 915ｈ ａ (1 戸 平 均 73ａ )で 、 総 面 積 の 1.3％ で あ る 。  

※ 1 

○ 総 農 家 戸 数 1,252 戸 、 こ の う ち 専 業 農 家 （ 販 売 農 家 の う ち ） は 180

戸 で 全 農 家 の 14.4％ で あ る 。 ※ 1  

○ 農 業 産 出 額 は 、 平 成 18 年 で 8 億 60 百 万 円 。 ※ 2 

○ 水 稲 、 肉 用 牛 の 主 幹 作 目 を は じ め 、 施 設 園 芸 の 推 進 や 対 馬 固 有 品 種

の 対 州 そ ば 等 に よ る 農 業 振 興 が 図 ら れ て い る 。  

○ 魅 力 あ ふ れ る ふ る さ と づ く り の た め 、 農 地 中 間 管 理 事 業 、 日 本 型 直

接 支 払 制 度 、 国 庫 補 助 事 業 、 県 単 補 助 事 業 等 を 活 用 し て い る 。  

○ 圃 場 整 備 や 農 村 生 活 環 境 基 盤 整 備 の 積 極 的 な 推 進 を 図 っ て い る 。  

※ 1） 第 61 次 長 崎 農 林 水 産 統 計 年 報   

※ 2） 第 54 次 長 崎 農 林 水 産 統 計 年 報  

 

第 1 節  対 馬 農 業 の 経 緯  

 

対 馬 は 、大 陸 と の 関 係 を 裏 づ け る 多 く の 古 墳 が 発 見 さ れ て お り 、そ の

歴 史 は 深 い 。「 魏 志 倭 人 伝：三 世 紀 頃（ 弥 生 時 代 ）」に 対 馬 国 の 記 述 が あ

り 、「 倭 人 は 帯 方 の 東 南 大 海 の 上 に 在 り 、 山 島 に よ り て 国 を 為 す 。 も と

百 余 国・・・（ 中 略 ）・・・、居 る 所 絶 島 、方 四 百 余 里 ば か り 、山 地 嶮 し

く 、深 山 多 く 、道 路 は 禽 鹿 の 径 の 如 し 、千 余 戸 有 り ！ 良 田 無 く 海 物 を 食

し て 自 活 し 、船 に 乗 り て 南 北 に 市 糴 す 」と 示 さ れ て い る と お り 、対 馬 は

当 時 か ら 急 峻 な 山 稜 が 全 島 を 南 北 に 縦 断 し 、農 地 は 極 め て 少 な く 、こ の

た め 、 飯 米 を 求 め て 大 陸 や 本 土 と 交 易 を 行 っ て い た こ と が う か が え る 。 

厳 原 測 候 所 で の 年 間 降 水 量 は 、2,235ｍ ｍ（ 長 崎 測 候 所：1,858ｍ ｍ ）、

年 平 均 気 温 は 、 15.8℃ （ 長 崎 測 候 所 ： 17.2℃ ） で あ る 。  

気 温 は 暖 流（ 対 馬 海 流 ）の 影 響 で 緯 度 の わ り に は 温 暖 で あ る が 、冬 は 、

北 ～ 北 西 の 季 節 風 が 強 く 、北 西 部 と 南 東 部 で 気 温 差 が 著 し い 。ま た 、厳

原 町 の 一 部 を 除 く 全 島 は 頁 岩
け つ が ん

で あ り 、肥 沃 度 が 低 く 、本 県 の 中 で も 地 力

が 低 い 地 域 で あ る 。  
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ま た 、第 7‐ 1 図 の よ う に 山 林 が 圧 倒 的 に 多 く 、耕 地 は わ ず か に 1.3％

に す ぎ な い 。こ の た め 昔 は 、島 内 の 食 料 自 給 率 を 高 め よ う と し て 焼 畑 の

一 種 で あ る 木 庭 作（ こ ば さ く ）が な さ れ 、藩 政 時 代 は 耕 地 と し て こ れ が

課 税 の 対 象 に も な っ て い た 。  

木 庭 作 と は 、山 を 焼 き 、そ の 灰 を 肥 料 と し て 、麦 、ア ワ 、ソ バ を 2～

4 年 作 付 し 、雑 草 が 繁 茂 し た り 肥 沃 度 が 落 ち る と 場 所 を 移 動 し 、同 じ こ

と を 繰 り 返 す 農 法 で あ る 。  

こ の よ う に し て 10 数 年 で ひ と 回 り す る が 、必 ず し も 収 量 は 高 く な く 、

戦 後 の 食 糧 難 が 解 消 さ れ る と 木 庭 作 も 自 然 消 滅 し た 。  

 

第 7‐ 1 表  耕 地 面 積 （ 天 明 8 年 （ 1788 年 、 江 戸 後 期 ） 田 畑 ）  

 畠 、 木 庭  方   2 ,0 97 町 9 反 1 畝  9 歩 （ 2 ,0 97ｈ ａ ）  

 田     方    2 90 町 1 反 8 畝  6 歩 （  29 0ｈ ａ ）  

       計      2, 388 町 0 反 9 畝 15 歩 （ 2 ,3 8 8ｈ ａ ）  

                     自 治 民 育 資 料  

 

第 7‐ 1 図  地 目 別 面 積 （ 平 成 26 年 ）  

耕 地 91 5ｈ ａ （ 1 .3％ ）  

 

 

 

山 林  6 3, 164ｈ ａ （ 8 9. 1％ ）  

そ の 他  

6,8 22ｈ ａ  

（ 9 .6％ ）  

第 61 次 長 崎 農 林 水 産 統 計 年 報  

 

第 2 節  農 業 の 現 況  

 

1． 農 家 戸 数 の 推 移  

対 馬 市 の 農 家 戸 数 は 、第 7‐ 2 表 に 示 さ れ て い る よ う に 、昭 和 50 年 に

2,898 戸 で あ っ た が 、 平 成 22 年 に は 1,252 戸 と 、 35 年 間 で 1,646 戸 減

少 し て い る 。 こ れ は 、 1 年 当 た り 47 戸 減 少 し て き た こ と に な る 。  

専 業 農 家 は 、第 7‐ 2 図 に あ る よ う に 180 戸 で 全 農 家 戸 数 の 14.4％ で
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あ り 、 県 全 体 で の 22.8％ と 比 べ て 低 く な っ て い る 。  

昭 和 30 年 代 ま で 、 農 業 は 、 就 業 人 口 で 見 る 限 り 最 も 基 幹 的 な 産 業 で

あ っ た が 、次 第 に 就 業 者 の 数 は 減 少 し 、特 に 若 年 労 働 者 の 島 外 流 出 が 顕

著 と な り 、就 農 者 は 、高 齢 化 し 、農 業 後 継 者 の 確 保 が 極 め て 深 刻 な 問 題

と な っ て い る 。  

第 7‐ 2 表  農 家 戸 数  

              （ 単 位 ： 戸 ， ％ ） 

  昭和 50年 60 年  平成 7 年 12 年  17 年  22 年  
平 2 2／
昭 5 0  

農

家

戸

数 

対馬市 2,8 98   2,5 93   1,8 85   1,6 04   1,4 01   1,2 52   43. 2  

県  83, 78 9  69, 53 5  48, 49 7  44, 41 5  41, 95 6  38, 74 5  46. 2  

  農 林 業 セ ン サ ス  国 勢 調 査  

 

第 7－ 2 図  専 業 別 及 び 主 副 業 別 農 家 数 （ 平 成 22 年 農 林 業 セ ン サ ス ）  

（ 専 兼 別 農 家 数 ）  

 

2． 農 業 算 出 額  

 本 県 に お け る 平 成 18 年 の 農 業 算 出 額 1,329 億 円 の う ち 、対 馬 市 は 、8

億 60 百 万 円 で あ り 、 県 全 体 の 0.6％ を 占 め る に す ぎ な い 。  

 ま た 、 農 業 生 産 性 を 県 全 体 と 対 馬 市 で 比 較 す る と 、 第 7‐ 3 表 の よ う

に な る が 、農 家 一 戸 当 た り 、10ａ 当 た り 、基 幹 的 農 業 従 事 者 一 人 当 た り

の 生 産 農 業 所 得 の い ず れ も 、 県 平 均 の 約 19～ 33％ と 低 く 、 生 産 性 、 生
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産 規 模 等 の 農 業 環 境 が 厳 し い こ と が う か が え る 。  

 ま た 、対 馬 市 に お け る 食 糧 の 島 内 自 給 率 は 、平 均 消 費 量 等 か ら 推 計 す

る と 第 7‐ 4 表 の よ う に な り 、 島 外 に 生 鮮 野 菜 等 を 依 存 し た 形 と な っ て

い る 。  

第 7‐ 3 表  農 業 の 生 産 性 （ 平 成 18 年 ）  

区     分  対 馬 市  県  対 馬 市 ／ 県 

農 業 算 出 額  8 億 60 百 万 円  1,3 29 億 円  0.6％  

生 産 農 業 所 得  2 億 60 百 万 円  420 億 円  0.6％  

1 戸 当 た り 生 産 農 業 所 得  186 千 円  1,0 01 千 円  18. 6％  

10a 当 た り 生 産 農 業 所 得  27 千 円  82 千 円  32. 9％  

基幹的農業従事者一人当たり生産農業所得 319 千 円  1,0 19 千 円  31. 3％  

第 54 次 長 崎 農 林 水 産 統 計 年 報  

 

第 7‐ 4 表  主 要 食 糧 の 島 内 自 給 率  

（ 単 位 ： t， ％ ）  

区     分  島 内 生 産 量 ※ 1  島 内 消 費 量 ※ 2  自 給 率  

米  1,2 00  1,7 95  66. 9  

野 菜  1,4 76  3,0 15  49. 0  

か ん し ょ  496  124  400 .0  

み か ん （ 販 売 量 ）  46  137  33. 6  
※ 1）島 内 消 費 量 は 平 成 26 年 度 食 料 需 給 表（ 概 算 ）と 平 成 27 年 11 月 30 日 現

在 の 対 馬 の 人 口 （ 3 2,52 0 人 ） で 試 算 。 な お 、 か ん し ょ は 加 工 分 （ せ ん
等 ） は 算 入 し て い な い 。  

※ 2） 島 内 生 産 量 は 、 米 、 み か ん （ 販 売 量 ） は H26 実 績 （ 振 興 局 調 べ ）、 か ん
し ょ は H 25 実 績（ 市 役 所 調 べ ）野 菜 は 第 54 次 長 崎 農 林 水 産 統 計 年 報 に
よ る 。  

 

3． 生 産 基 盤  

(1)耕 地 面 積  

第 7‐ 3 図 は 、 対 馬 市 に お け る 耕 地 面 積 の 推 移 を 示 し た も の で あ る 。  

 昭 和 35 年 ま で 微 増 し 、 40 年 ま で 横 ば い 状 態 で 推 移 し て い る が 、そ の

後 、 50 年 ま で 年 平 均 3％ の 減 少 を 示 し て き た 。  

 昭 和 50 年 か ら 昭 和 60 年 ま で の 10 年 間 で 270ｈ ａ （ 年 平 均 1.3％ ）、

昭 和 60 年 か ら 平 成 17 年 ま で の 20 年 間 で 772ｈ ａ（ 年 平 均 2.5％ ）減 少

し 、平 成 17 年 か ら 平 成 26 年 ま で の 9 年 間 で 52ｈ ａ（ 年 平 均 0.6％ ）と

微 減 し て い る 。  
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      第 7‐ 3 図  耕 地 面 積 （ 対 馬 市 計 ）     (単 位 ： ha )  

               

第 7‐ 5 表  地 目 別 耕 地 面 積 （ 平 成 17 年 、 平 成 26 年 ）  

              第 5 3 次 ・ 第 61 次 長 崎 農 林 水 産 統 計 年 報  

 

4． 主 要 作 物 の 生 産 状 況  

第 7‐ 6 表 の よ う に 作 付 面 積 が 島 内 で 一 番 多 い 作 目 は 水 稲 の 294ｈ ａ で

全 体 の 64.7％ を 占 め て い る 。  

 

第 7‐ 6 表  作 付 上 位 作 目 面 積 及 び 収 穫 量 （ 平 成 26 年 ）  

（ 単 位 ： h a， kg， t）  

区  分  水  稲  そ  ば  大  豆  み か ん  

作 付 面 積   2 94  95  4 7.6  

10a 当 収 量  407  50  100  609  

収 穫 量  1,2 00  47. 5   4  46. 3  

第 6 1 次 長 崎 農 林 水 産 統 計 年 報 、 そ ば ・ み か ん は 対 馬 振 興 局 農 業 振 興 普 及 課 調 べ  

 

ま た 、主 要 作 物 の 10ａ 当 た り 収 量 を 県 平 均 と 比 較 し た の が 第 7‐ 4 図

で あ り 、 す べ て 県 平 均 を 下 回 っ て い る 。  

地 目  
計  水 田  畑  

畑  の  内  容  

普 通 畑  樹 園 地  牧 草 地  

対 馬 市 (平 成 1 7) (h a)  978  606  372  283  88  1 

平 成 17 構 成 比 (％ )  100  62. 0  38. 0  28. 9  9.0  0.1  

対 馬 市 (平 成 2 6) (h a)  915  575  340    －    －    －  

平 成 26 構 成 比 (％ )  100  62. 8  37. 2  －  －  －  
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第 7‐ 4 図  主 要 農 産 物 10a 当 た り 収 量  

 

水 稲 、 ア ス パ ラ ガ ス （ H 2 7）、 み か ん ( H 2 6 )   対 馬 振 興 局 農 業 振 興 普 及 課 調 べ  

 

5． 家 畜 の 飼 養 状 況  

 対 馬 市 に お け る 牛 馬 の 飼 養 の 歴 史 は 古 く 、農 耕 、運 搬 、堆 肥 用 と し て

の 飼 養 が 行 わ れ て き た 。 し か し 、 昭 和 40 年 代 以 降 の 農 業 機 械 の 普 及 等

に よ り 役 畜 と し て の 役 割 が 低 下 し 、飼 養 戸 数 、飼 養 頭 数 と も に 減 少 し て

き た 。  

（ 1） 肉 用 牛  

従 来 か ら 褐 毛 和 種 （ あ か 牛 ） を 主 体 に 飼 養 さ れ 、 平 成 26 年 4 月 1 日

現 在 の 飼 養 戸 数 は 51 戸 、 飼 養 頭 数 は 395 頭 と な っ て い る 。  

 ま た 、 1 戸 当 た り の 飼 養 規 模 は 7.7 頭 （ 県 平 均 15.1 頭 ） と 小 規 模 飼

養 農 家 の 割 合 が 高 い 。  

飼 養 形 態 は 、 子 取 り 生 産 を 目 的 と し た 繁 殖 経 営 が 主 体 で 、 年 3 回 （ 3

月 、7 月 、11 月 ）開 催 さ れ る 対 馬 家 畜 市 場 へ 出 荷 さ れ て い た が 、島 内 の

肉 用 牛 飼 養 頭 数 の 減 少 に 伴 う 子 牛 上 場 頭 数 の 減 少 に よ り 、 平 成 23 年 7

月 を 最 後 に 当 該 市 場 は 休 止 さ れ 、 同 年 10 月 か ら は 南 阿 蘇 家 畜 市 場 へ の

出 荷 と な っ た 。 さ ら に 、 平 成 28 年 4 月 か ら は 、 南 阿 蘇 家 畜 市 場 と 熊 本

県 家 畜 市 場 が 統 合 さ れ 、 以 降 は 熊 本 県 家 畜 市 場 へ の 出 荷 と な る 予 定 。  
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第 7－ 5 図  肉 用 牛 飼 養 の 推 移  

 

（ 2） 採 卵 鶏  

 平 成 26 年 4 月 1 日 現 在 の 飼 養 戸 数 は 7 戸 、 飼 養 羽 数 は 3,450 羽 で 生

産 さ れ た 卵 は 、 主 に 島 内 消 費 さ れ 一 部 福 岡 へ 出 荷 さ れ て い る 。（ 家 畜 ・

家 き ん 飼 養 頭 羽 数 頭 調 べ （ 長 崎 県 畜 産 課 ））  

 

（ 3）  肉 用 鶏  

 平 成 26 年 4 月 1 日 現 在 の 飼 養 戸 数 は 2 戸 、飼 養 羽 数 は 350 羽 で あ り 、

生 産 さ れ た 鶏 肉 は 、 全 量 島 内 消 費 さ れ て い る 。（ 家 畜 ・ 家 き ん 飼 養 頭 羽

数 頭 調 べ （ 長 崎 県 畜 産 課 ））  

 

（ 4）  対 州 馬  

 対 州 馬 は 、日 本 在 来 馬 の 1 つ で 、役 畜 と し て 最 盛 期 に は 3,000～ 4,000

頭 が 飼 養 さ れ て い た が 、 農 機 具 や 道 路 整 備 の 普 及 に 伴 い 昭 和 40 年 以 降

減 少 し 、 平 成 26 年 4 月 1 日 現 在 、 飼 養 頭 数 は 31 頭 と な っ て い る 。（ 家

畜 ・ 家 き ん 飼 養 頭 羽 数 頭 調 べ （ 長 崎 県 畜 産 課 ））  

 こ の た め 、平 成 元 年 に 、国 の ジ ー ン バ ン ク 事 業 に よ り 、農 林 水 産 省 十

勝 牧 場 で 3 頭 が 飼 養 さ れ 、 種 の 保 存 を 図 っ て い る 。  

 現 在 は 対 州 馬 保 存 会 を 中 心 と な り そ の 活 用 と 種 の 保 存 に 取 り 組 ん で
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お り 、平 成 14 年 か ら 、上 県 町 で「 初 午
は つ う ま

祭
さ い

」（ 馬 跳 ば せ ）が 復 活 し 、現 在

も 10 月 頃 に 開 催 さ れ て お り 、 島 内 外 か ら 大 勢 の 観 客 が 競 馬 な ど を 楽 し

ん で い る 。  

 

第 3 節  農 業 振 興 の 課 題 と 対 策  

 

対 馬 市 の 農 業 は 、豊 か な 地 域 資 源 を 生 か し た「 つ し ま 農 林 業 」を 展 開

す る た め 、担 い 手（ 認 定 農 業 者 、新 規 就 農・参 入 者 、女 性 農 業 者 、各 生

産 部 会 、農 作 業 受 委 託 組 織 な ど ）の 育 成 と 活 動 支 援 、産 地 づ く り な ど を

重 点 的 に 行 い 、豊 富 な 森 林 資 源 を 活 用 し た「 し い た け 生 産 」を 中 心 と す

る 林 業 、県 内 で も 重 要 な 位 置 を 占 め る 漁 業 と の 複 合 経 営 な ど に よ り 、観

光 需 要 を 含 む 地 場 消 費 に 対 応 し た 農 業 生 産 の 展 開 を 目 指 し て い る 。  

 

1． う ま い 米 づ く り と 土 地 利 用 型 農 業 の 確 立  

対 馬 市 で の 主 な 水 田 地 帯 は 厳 原 町 の 佐 須（ さ す ）地 区 や 上 県 町 の 佐 護

（ さ ご ）地 区 で あ り 、食 味 の 良 い コ シ ヒ カ リ や ヒ ノ ヒ カ リ が 主 に 栽 培 さ

れ 、 平 成 26 年 度 か ら は 県 の 奨 励 品 種 で あ る 高 温 耐 性 で 良 食 味 品 種 の つ

や 姫 が 栽 培 さ れ て い る 。  

現 在 、個 人 毎 の 栽 培 面 積・収 益 か ら 考 え る と 農 業 機 械 へ の 過 剰 投 資 が

あ り 、今 後 担 い 手 の 高 齢 化 、米 価 の 下 落 も あ り 担 い 手 確 保 が 大 き な 問 題

で あ る 。  

地 域 の 農 作 業 受 託 組 織 と し て 農 事 組 合 法 人 、農 業 公 社 、機 械 利 用 組 合

が 活 動 し て い る が 、今 後 さ ら に こ れ ら の 組 織 を 核 と し て 地 域 の 水 田 の 活

用 を 推 進 す る 必 要 が あ る 。  

 対 馬 島 内 全 域 で 栽 培 さ れ て い る そ ば は 、「 対 州 そ ば 」 と い わ れ 食 味 ・

香 味 に 優 れ て い る と 高 い 評 価 を 受 け て お り 、島 内 外 で 高 単 価 の 取 引 が さ

れ て い る 。  

平 成 12 年 度 か ら 農 協 ・ 町 （ 平 成 16 年 3 月 1 日 か ら 対 馬 市 ）・ 県 で 組

織 す る「 対 州 そ ば 振 興 協 議 会 」に よ り 安 定 生 産 の た め の 栽 培 技 術・省 力
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化 技 術 の 普 及 に 取 り 組 ん で い る 。  

平 成 18 年 に は 県 総 合 農 林 試 験 場 （ 現 農 林 技 術 開 発 セ ン タ ー ） で 選 抜

さ れ た 対 馬 在 来 種 へ の 種 子 更 新 が 島 内 全 域 で 終 了 し て い る 。   

 

2． 肉 用 牛 の 振 興  

 管 内 で 水 稲・野 菜 に 次 ぐ 基 幹 作 目 で あ る 肉 用 牛 の 飼 育 頭 数 は 、担 い 手

の 高 齢 化 、 後 継 者 不 足 等 に よ り 、 近 年 減 少 が 続 い て い る 。  

 今 後 は 、 平 成 23 年 度 に 策 定 さ れ た 「 長 崎 県 酪 農 ・ 肉 用 牛 生 産 近 代 化

計 画 」の 方 向 に 添 い 、対 馬 市 に お い て も「 対 馬 市 肉 用 牛 生 産 近 代 化 計 画 」

を 策 定 し 、関 連 事 業 の 推 進 に よ る 、経 営 規 模 の 拡 大 と 飼 養 頭 数 の 維 持 ・

増 頭 を 図 り 、 産 地 と し て の 基 盤 を 確 立 す る 。  

（ 1） 肉 用 牛 振 興 の た め の 方 向  

耕 作 放 棄 地 を 活 用 し た 放 牧 や 省 力 飼 養 管 理 方 式 牛 舎 を 活 用 し た 低 コ

ス ト 生 産 体 系 の 普 及 と あ わ せ て 、島 内 自 給 粗 飼 料 の 安 定 生 産 、繁 殖 セ ン

タ ー 等 の 活 用 に よ る 繁 殖 成 績 改 善 と 初 妊 牛 の 安 定 供 給 を 進 め る 。  

 

3． 園 芸 の 振 興  

対 馬 市 は 、こ れ ま で 島 外 出 荷 向 け に ア ス パ ラ ガ ス や ミ ニ ト マ ト な ど の

施 設 野 菜 の 産 地 化 を 図 っ て き た 。特 に 、ア ス パ ラ ガ ス は 平 成 6 年 に 峰 町

で 栽 培 が 始 ま り 、 平 成 17 年 に は 、 労 働 力 軽 減 と 品 質 平 準 化 の た め に 、

選 別 出 荷 施 設 が 稼 動 し て い る 。一 方 、ミ ニ ト マ ト は 無 加 温 栽 培 で 収 穫 期

間 が 短 い た め 、所 得 確 保 と 連 作 障 害 回 避 の 観 点 か ら 後 作 で 抑 制 さ や い ん

げ ん の 作 付 け と 組 み 合 わ せ て い る 。  

現 在 、島 内 直 売 所 向 け に 露 地 野 菜 の 栽 培 も 盛 ん で あ り 、主 な 直 売 所 は

300 名 以 上 の 栽 培 者 が 出 荷 し て い る 。  

 

4． 農 業 農 村 整 備 事 業 の 推 進  

 対 馬 市 は 平 地 部 が 少 な く 、 総 面 積 70,881ｈ ａ の う ち 耕 地 面 積 は 915

ｈ ａ （ 平 成 26 年 ） で 耕 地 率 は 1.3％ と 低 い 。  
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 水 田 の 集 団 団 地 は 50ｈ ａ 以 上 の 団 地 は 島 内 で 2 ヶ 所 （ 佐 須 、 佐 護 ）

の み で 、ほ と ん ど の 耕 地 は 山 間 狭 小 な 小 団 地 と し て 散 在 し て お り 、ま た

水 田 の 区 画 整 理 済 は 48％（ 県 平 均 53％；平 成 26 年 ）と 農 業 生 産 の 基 礎

条 件 に は 恵 ま れ な い 。  

 こ の よ う な 対 馬 の 厳 し い 立 地 条 件 に も 対 応 で き る 農 業 の 確 立 と 定 住

促 進 を 図 る た め 、農 業 農 村 整 備 の 重 点 事 業 と し て 、中 山 間 地 域 総 合 整 備

事 業 （ 広 域 連 携 型 ） を 平 成 9 年 か ら 21 年 ま で 実 施 し た 。  

 

 

第 7－ 7 表  農業農村整備事業の実績  

         （平 成 14 年度～平成 26 年度  完了分 ）  

事  業  区  分  事     業     名  地区数  事  業  量  

農  業  農  村   

整  備  事  業  

中山間地域総合整備事業  2    

            農道    1 3 , 2 7 6ｍ  

            ほ場整備    6 0h a  

県営農道  4  8 , 3 25ｍ  

団体営農道  2  2 , 5 00ｍ  

      小     計   8    

防  災  事  業  
海岸保全事業   （局 改 ）  2  堤防   3 17ｍ  

      小     計   2    

        合     計  1 0    

 

5． 農 業 振 興 公 社  

地 域 に お け る 担 い 手 を 育 成・確 保 す る た め 、平 成 6 年 に 県 内 初 の 担 い

手 公 社 が 峰 町 に 設 置 さ れ た 。そ の 後 、美 津 島 町 に も 設 置 さ れ 、担 い 手 研

修 の 実 施 、地 域 の 農 作 業 受 託 、各 種 施 設 運 営 等 を 行 い 、地 域 農 業 の 活 性

化 に 寄 与 し た 。  

対 馬 市 が 誕 生 し た こ と に よ り 、広 域 で の 活 動 、機 械 類 の 有 効 利 用 を 目

的 と し て 、 3 公 社 を 合 併 し 、 平 成 22 年 3 月 に （ 財 ） 対 馬 市 農 業 振 興 公

社 が 設 立 さ れ 、 平 成 26 年 4 月 に は 一 般 財 団 法 人 へ 移 行 し た 。  
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表 7－ 8 表  担 い 手 公 社 設 置 状 況  

公 社 名  設 立 許 可 日  主 な 活 動  

(財 )峰 町 総 合 開 発 公 社  平 成 6 . 1 0 . 1 8  農 作 業 受 託 、 堆 肥 生 産 販 売 事 業 等  

(財 )上 県 町 産 業 開 発 公 社  平 成 7 . 9 . 2 5  農 作 業 受 託 、 そ ば 道 場 管 理 運 営 等  

(財 )美 津 島 町 担 い 手 公 社  平 成 8 . 3 . 2 3  農 作 業 受 託 、 地 域 特 産 品 開 発 振 興 等  

 

公 社 名  設 立 許 可 日  主 な 活 動  

(一 財 )  

対 馬 市 農 業 振 興 公 社  

平 成 2 2 . 3 . 2 3  

H26.4.1(一財)へ移行 

農 作 業 受 託 、 農 地 利 用 集 積 事 業 、 堆 肥

生 産 販 売 事 業 、 そ ば 道 場 管 理 運 営 等  

 

 

6． 地 産 地 消 の 推 進  

対 馬 島 内 の 安 心・安 全 な 農 産 物 に 加 え 、水 産 物 、林 産 物 、農 林 水 産 加

工 品 の 供 給 体 制 と し て 、厳 原 町 、美 津 島 町 、峰 町 に 直 売 所 、ま た 、地 元

ス ー パ ー の イ ン シ ョ ッ プ 形 式 、無 人 方 式 、朝 市 等 さ ま ざ ま な 販 売 形 態 で

の 直 売 活 動 が 行 わ れ て い る 。  

ま た 、学 校 給 食 へ も 、地 元 農 水 産 物 の 積 極 的 な 供 給 に 努 め 、品 種 、品

目 等 の 工 夫 、計 画 的 作 付 け 等 生 産 者 の 生 産 意 欲 、所 得 向 上 を 図 っ て い る 。

特 に 近 年 は 、地 元 志 向 、食 の 安 心・安 全 、鮮 度 等 へ 消 費 者 の 関 心 が 高 ま

る 中 、 安 定 供 給 に よ る 有 利 販 売 に 向 け た 取 組 も 求 め ら れ て い る 。  

こ の こ と か ら も 、消 費 者 ニ ー ズ に 対 応 し た 安 心・安 全 な 安 定 し た 供 給

体 制 確 立 、直 売 組 織 の 運 営 強 化 が 必 要 で あ る 。ま た 、所 得 向 上 の 観 点 か

ら も ６ 次 産 業 化 へ の 気 運 が 高 ま り 、農 林 水 産 業 者 だ け で な く 島 内 の 異 業

種 と 連 携 な ど の 、 地 産 地 消 へ の 取 組 が 推 進 さ れ つ つ あ る 。  

※ 有 利 販 売：出 荷 や 価 格 に 生 産 者 の 意 向 を 反 映 し 、生 産 者 の 利 益 を 増

や す こ と が で き る 販 売 方 法 。  

 

第 4 節  平 成 の イ ノ シ シ 被 害 と 対 策  
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対 馬 の イ ノ シ シ は 郷 土 誌 の 「 対 馬 島 誌 」 等 に 詳 述 さ れ て い る と お り 、

元 禄 年 間 に ５ 代 将 軍 徳 川 綱 吉 が「 生 類 憐 れ み 令 」を 公 布 し て い た 時 代 背

景 に も か か わ ら ず 、時 の 対 馬 藩 郡 奉 行 で あ る 農 聖「 陶 山
す や ま

訥 庵
とつあん

」の 指 導 の

も と 、農 作 物 に 甚 大 な 被 害 を 及 ぼ す イ ノ シ シ 退 治 を 元 禄 13 年（ 1700 年 ）

に 着 手 し た 。全 島 を 9 区 に 分 け て 石 垣 を 作 り 、そ の 中 に 内 石 垣 を 作 っ て

全 島 に 生 息 す る イ ノ シ シ を 小 集 団 に 分 断 し て 1 頭 残 ら ず 退 治 し 、次 の 小

集 団 を 退 治 す る 方 法 で 10 年 の 歳 月 と 延 23 万 人 の 人 力 と を か け て 絶 滅 さ

せ 、 以 来 対 馬 で は そ の 姿 を 見 る こ と が 無 く な っ て い た 。  

し か し な が ら 、平 成 6 年 9 月 に 、人 為 的 に 持 ち 込 ま れ た と 思 わ れ る イ

ノ シ シ の 目 撃 情 報 が 厳 原 町 で 相 次 い だ の を 始 ま り と し て 、 各 町 で 目 撃 、

農 作 物 被 害 が 相 次 ぎ 、 平 成 10 年 に は 全 町 で 目 撃 、 農 作 物 被 害 が 確 認 さ

れ た 。 同 年 10 月 、 イ ノ シ シ に よ る 農 作 物 被 害 対 策 を 推 進 す る こ と を 目

的 と し て 、 対 馬 イ ノ シ シ 対 策 協 議 会 が 発 足 し 、 平 成 15 年 に は イ ノ シ シ

を 移 入 鳥 獣 と し て 取 り 扱 う よ う 県 知 事 へ 陳 情 し 、対 馬 地 域 の イ ノ シ シ が

移 入 鳥 獣 の 指 定 を 受 け た 。  

平 成 16 年 10 月 に は 、対 馬 イ ノ シ シ 対 策 協 議 会 と ツ シ マ ジ カ 被 害 対 策

本 部 が 統 合 し 、有 害 鳥 獣 全 般 の 対 策 を 実 施 す る た め の 対 馬 地 区 有 害 鳥 獣

対 策 協 議 会 が 発 足 し た 。  

 イ ノ シ シ に よ る 農 作 物 被 害 額 は 、 過 去 、 増 減 を 繰 り 返 し 平 成 21 年 度

に 13,740 千 円 を 超 え 、平 成 24 年 度 の 34,190 千 円 を ピ ー ク に 、平 成 25

年 度 は 12,620 千 円 、 平 成 26 年 度 は 9,270 千 円 と 減 少 傾 向 に あ る 。  

ま た 、 イ ノ シ シ の 捕 獲 頭 数 は 、 平 成 23 年 度 を ピ ー ク に 減 少 傾 向 に あ

る が 、 今 後 も 被 害 対 策 は 継 続 す る 必 要 が あ る 。  

対 策 と し て は 、ワ イ ヤ ー メ ッ シ ュ 柵 設 置 に よ る 防 護 対 策 、薮 の 刈 り 払

い に よ る 棲 み 分 け 対 策 、捕 獲 対 策（ く く り わ な 、箱 わ な 、銃 器 に よ る 捕

獲 ）と い う 3 つ の 対 策 を 総 合 的 に 推 進 し て い る 。こ の ほ か 、わ な 設 置 技

術 の 向 上 を 図 る た め の 講 習 会 の 開 催 や 県 の 鳥 獣 対 策 専 門 員 に よ る イ ノ

シ シ 被 害 対 策 講 習 会 を 開 催 し て い る 。  
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（単位：千円，頭）

年度 平成20 平成21 平成22 平成23 平成24 平成25 平成26 備　考

被害額 5,399 13,737 14,582 31,978 34,194 12,621 9,266 水稲，かんしょ，そば等

捕獲頭数 2,340 6,001 6,833 10,648 6,485 5,009 3,783

対馬市役所農林しいたけ課調

第７－９表　イノシシによる農産物被害額等の推移


